
は　　じ　め　に

本マニュアルは、同時サンプリングA／Dボード　PVyE－303概要、取り扱いについて述べ

たものです。

PVⅡE－303は、同時サンプリング機能を備えた12ビット分解能8チャンネルの　VHE tms対

応の高速、高性能、低価格なA／D入力ボードです。

独立型A／D変換方式の採用によりチャンネル数によってスループットレートが変わるこ

とはなく、しかも、最速サンプリングレート10〟Sでの高速変換が可能です。

A／D変換データは　FIFO RAHへ蓄積されるためA／D変換実行中にデータを読み込むこ

とが可能です。

A／D変換は内部インターバルタイマ／外部クロックのどちらにも同期できる他、最終チ

ャンネル番号、及び変換回数が指定できるためFIFO RAHを有効に使用できます。

本ボードはマスタ／スレーブ構成にカスケード接続ができるため、ボード枚数を増やす

ことにより多チャンネルのアプリケーションに簡単に対応することができます。

ご使用になる前に、本マニュアルの内容をよくご理解いただき、有効にご利用ください。
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第1章 概 要



1－1特長

PV肌－303はVXE bus（Rev C．1）仕様の同時サンプングA／D入力ボードであり特長

は次の通りです。

O A／D変換機能

・分解能

・高スループットレート

・入力チャンネル

12　もit

lO　〟3

8　ch　（差動）

・入力レンジ（ジャンパーセレクト）

ユニポーラ時　　1）
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バイポーラ時
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・独立型A／D変換方式

・マスタ／スレーブ構成により多チャンネル対応

・オート・スキャン機能

・内部／外部トリガ

・内部インターバルタイマ／外部クロックに同期したサンプリング

・同時サンプリング回数1～65536匡l／無限

・FIFOメモリ容量　4092ロング・ワード／8．192　ワード

○　割り込み機能・

・68153（Businterrupt宮odale）使用

・割り込み要因

○　ポーリング機能

・ステイタス

1）FIFOメモリ　　　　FF　　借号

2）FIFOメモリ

3）F川0メモリ

4）スキャン終了

1）FIFOメモリ

2）FIFOメモリ

3）FIFOメモリ

4）　スキャン終了

－1－

EF　　借号

EF　　信号

DOⅣE信号

印　　僑号

那　　借号

EF　　僑号

DOyE借号



1－2　仕様

インターフェース電気的仕様（特に記述のない限り、TA＝25。C、規定電源電圧）

バ　 ス　 型　 式 V M E バス規格 （Rev C．1）準拠

ア ドレス A 16／ A 24／ A 3 2　ビット、ア ドレス対応

連続256バイ ト （128ワー ド）占有

上位ア ドレス、ローク リ ・スイッチにてフルデコー ド

A M コー ド 特権、非特権　 データ ・アクセス

ショー ト　 Ⅰ／ 〇 ・アクセス

ロータ リ・スイッチにて選択

転送データ幅　r D 8 ／ D 16／ D 32　対応

モー ド スレーブ

インターラプ ト ベクタ方式

割込レベル ：1 ～ 7 レベルをソフ トウェアセ レク ト

要 求 解 除 ：応答時開放 （ROAE）又は、

レジスタ ・アクセス解放時‾（RORA）

動作表示 スレーブ／マスタ ・アクセス時及びA ／ D 変換実行中に

LED点灯

A／D部

入力チャンネル 差動　 8　ch

入力　 レンジ ユニポーラ時　　　　　 0 ■　　 ～　 ＋　2．5　　　　 ［Ⅴ］

0　　　 ～　 ＋　5．0

0－　　　～　 ＋10．0

バイポーラ時　　　　 －　2．5　～　 ＋　2．5　　　　 ［Ⅴ］

－　 5．0　～　 ＋　5．0

－10．0・一　 十10．0

各チャンネルごとにジャンパー設定

最大入力電圧 ± 15 ［Ⅴ］　 （電源　 0Ⅳ時）

出力コード ユニポーラ時　 ■ス トレー ト・バイナリ

バイポーラ時　 オフセット・バイナリ

入力インピーダンス 10 光Q　以上

入力キャパシティ ±　30 pF　以下

入力リーク電流 50 nA　以下

分解能 12　ビット

スループット　 レー ト 10　〟SeC　　 （チャンネル数に無関係）‾

オフセット　　　 エフー ±　60 m V　 （ゼロ調整可能）

オフセット　 ドリフト 55　〟Ⅴ　　　 （TYP）

フルスケール　 エラ「 1 ％　　　　　 （ゼロ調整可能）

フルスケール ドリフト 30 p川／OC

リニアリティ　 エラー ±　0．013　％
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デジタル部

外部 トリガ

入力レベル　　 TTL レベル　　 立下 りエ ッジ （V ）

／りレス喘 （min）　　　　　　　　　　　　　　 50　 ［nS］

デイレイタイム （maX）　　　　　　　　　　 50　 ［nS］

外部クロツケ

入力レベル　　 TTL レベル　 立下 りエッジ （V ）

パルス暗 （皿in）　　　　　　　　　　　　　 50 ．［nS］

デイレイタイム （max）　　　　　　　　　　 50　 ［nS］

スレーブ同期

出力波形　　　　　　　　　　 パルス　　　 （「＿「）

出力レベル　　 TTL レベル

I OL （皿ix） 4 8　 ［mA］

出力電流　　　　　　　　　　 I OE （皿aX）－15　 ［皿A］

バ．ルス暗　　　　　　　　　　　　 くmin）100　 ［n S］

インターハ■ル・タイマ 10 ［〟S］ ．－　 7 ［S ］　　　　　 125　 ［ns］ズチッフ○

FIFO ・メモ リ 8 1 9 2　　　　　　　 ［　 ワー ド　　 ］

4 0 9 6　　　　　　　 ［ロング ・ワー ド］

電源・外形

電　　　　 源 1 5 ［V ］ ± 5 ％　 3．0 ［A ］ 托AX

ボー ドサイズ ダブルハ イ ト、　 160　×　233　 ［皿皿］

温度・湿度規定

動作時 温　 度　　　　 0　 －　 ＋　 60 ●C

湿　 度　　　 20　 ～　 80　％　 結 露無

保存時 温‾　度　 ：一10　 －　 ＋　70 。C

湿　 度　　　 10　 ～． 90　％　 結 露無

ー　3　－



ー　サ　ー

年Y卯“　　川0㍊霊ニ1＋」に＝浩㌫彗

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′、　　（
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

0呵I呵神目q〇　　　 rl
．　　　　　　　　　　　　　　　エ

Y9d

■Oq；）
q／V
iム≦

際撃壁

Y9d

I甲
q／Y
iム≦

ASl◆AS＋

守守守10芸だミごIJトNOq

tlla

qノV

i▲≦

訓つ

け／V

iム≦

：拙

どqa
q／V

i▲≦

l

l 珊頭声竜≡至自流盗慧畏憲lV召
OJIJ

l

JJ
！芸
EI
王

蓋墓

≡買主
浣
琵：：；

r劇
チチ

YMJ3

別a
q／V
1▲≦

9tP
q／V
車≦

上qa
q／V
iム≦

●狙

．古畑
．キー亡．卓
l

葛
一．寧

洲Oq

工

†Ja

J

ES柑9

整書き言葉脛≡‡㌫；懲■‘’‾鰐渕併 套雛聖書薫瀬舞穣薫薫滋滋欝諾．岩淵は：＝＝；‘■＝‘■≡宍≡！m

■川　＿3NOq　 ■1NI＿年
l

qN9†A　－三三三≡；‡岳両三≡洩ぬ≡宰
††††＿

831MANOコ

迂レ川剛

Oq川　　IJaJJnlSnq錮」　l　　　JaJ川Snq紬

可A訂

l

Zd　　　　r　「．　　　－d

固く巨石□J二　EOC－mAd

区＝クん」□∠二　g－1



ト4　アドレス・マップ

PVHE－303　は、連続した256バイト（128ワード）空間を占有します。

占有空間のアドレス・マップは次の通りです。

Base＋00h

O2

04

06

08

A
C
E
O
2
4
6
8
A
C
E
O
2
4
6
8
A
C
E
O
2
4
6
8
A
 
C
E
 
O

O
 
O
 
O
 
l
 
l
l
 
l
l
 
l
l
1
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
4

C
 
E

F
 
F

W p E R　附 T E L O W E R　B Y T E

＊ コントロール　レシナスタ　 0

＊ コントロール　レシ○スタ　 1

＊ コントロール　レシ○スタ　 2

＊ コントロール　レシ○スタ　 3

＊ へやタダ　　 レシ¢スタ　 0

＊ へやクタ　　 レシ○スタ　 1

＊ へ○クタ　　 レシ◆スタ　 2

＊ へ○クタ　　 レシ○スタ　 3

＊ タイマー　　 レシ○スタ　 0

＊ タイマー　　 レシやスタ　 1

＊ カウント　　 レシ○スタ　 0

＊ コントロール　レシ○スタ　 4

＊ ＊

＊ ＊

＊ ＊

＊ ＊

＊ コントロール　レシ○スタ　 5

＊ コントロール　レシ○スタ　 6

＊ コン川 －ル　レシ○スタ　 7

＊ コントロール　レシ○スタ　 8

＊ コン川 －ル　レシ○スタ　 9

＊ コントロール　レシ○スタ 10

＊ ＊

＊ ＊

デ ー タ　 レ ジ ス タ　　 0

＊ ＊

＊ ＊

＊ ＊

＊ ＊

＊ ＊

＊ ＊

＊ ＊

「r
l　　 ＊

　　 「一
＊　　 l

l　　　　　 ＊ ＊　　　　　 l

注）①　D8／I）16／D32　アクセスに対して　DTACKが発生されまが、各　REGSTER

おいて、指定以外のアクセス時では、データが不確定となる場合があります。

（第6章レジスタ・フォーマットの参照を願います。）

②　＊■：未使用
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2－1部品の確認

お買い上げいただきました　PVHE－303　の梱包を解いたときに、下記の物があることを

御確認下さい。

・PVHE－303　　ユーザーズ・マニュアル　…………………………1部

・PV托E－303　　（部品商シールド板付）　…………………………1枚

・D－SUB　37p　　コネクタ及びハウジング　…………………………1組

・リボン・コネクタ　（10P）　メス側　　…………………………2組

・保証書　　……………………………………………・・．………………1通

2－2御使用上の注意事項

・アⅤ托E－303　をジャンパー設定変更などで、ラックから抜き差しする際には、電源を

切って行い、また、導電性のものの上に置き作業して下さい。このとき、人体アー

スを取ることも忘れないでください。

・PVHE－303　をラックに入れて使用する場合、振動により接触不良が起きることがあ

りますので、パネル上下2箇所のネジを締めて御使用下さい。

また、ネジを締めることにより、シールド板及び、入力チャンネル・コネクタ表面

がフレーム・グランドと導通されます。

・PVHE－303　には、ノイズの影響を極力防げるため部品面側にシールド板が実相され

ていますが、はんだ面側には特にシールド対策を施しておりません。

したがって、はんだ面側スロットは極力空けるか、もしくは、はんだ面側スロット

に装着されるボードの部品面側にも、シールド板を実装し御使用されることを推奨

いたします。

・PV旺E－303　を保存する場合、保存環境条件を満たし、直射日光を避け、静電破壊を

防そためには、はんだ面に導電性のものをつけて保存するようにして下さい。

ー　6　－



第3章　機　　能



3－1アドレス空間

P†ME－303は、VMEシステムにて革にスレーブ・ボードとしてアクセスされます。

特権状態は、ユーザ定義によりスーパーバイザ／非特権のどちらか一方の状態、又は

両方の状態を選択することができます。

アドレス形式は、ショート・アドレッシング、スケンダートアドレッシング（樺準）、

ェクステンデイド・アドレッシング（拡張）から選択可能です。また、各形式では、

128ワード（Al～A7）を占有アドレスとして使用し、ベース・アドレス（上位アドレ

ス）は自由に設定が可能です。

3－1－1AMコード

希望する状態をロークリ・スイッチ（LD7）にてユーザ定義することで、AMコ

ードに対応することが可能です。

対応可能なAMコードを示します。

ⅢEX　コー ド
ア ドレス ・モディファイヤ

5 4 3 2 1 0

機　　　　 能

3 D H　 H　 H　 H　 L　 H 標準スーパーバイザ ・データ ・アクセス

3 9 H　 H　 H　 L　 L　 H 標準非特権 ・データ ・Jアクセズ

2 D H　 L　 H　 H　 L ． H ショー ト・スーパーバイザ ・アクセス

2 9 H　 L　 H　 L　 L　 H ショー ト・非特権 ・アクセス

O D L　 L　 H　 H　 L　 H 拡張スーパーバイザ ・データ ・アクセス

0 9 L　 L　 H　 L　 L　 H 拡張非特権 ・データ ・アクセス

L＝1川信号レベル　　H＝higb信号レベル

3－卜2ベース・アドレス設定

各アドレス形式においてロークリ・スイッチ（LDl～LD6）にて設定して下さ

い。
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①アドレス　A31－A28設定

LDl　にてHex　コードにより設定します。

LDl且
②アドレス　A27－A24設定

LD2　にて‡ex　コードにより設定します。

LD2〔司
③アドレス　A23－A20設定

LD3　にてHex　コードにより設定します。

LD3笹］
④アドレス　A19－A16設定

LI）4　にてHex　コードにより設定します。

LD4

⑤アドレス　A15－A12設定

LD5　にてHex　コードにより設定します。

LD5

⑥アドレス　All－A8設定

LD6　にて‡ex　コードにより設定します。
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3－ト3　アドレス・モード設定

本モードのアドレス・モードはロークリ・スイッチ（LD7）にて設定が行えます。

L D 7 特権／非特権／O R 拡張／標準／ショート

0 非　特　権 拡　　 張

1 非　特　権 標　　 準

2 非　特　権 ショート

3 ＊ ＊

4 特　　 権 拡　　 張

5 特　　 権 標　　 準

6 特　　 権 ショート

7 ＊ ＊

8 O R 拡　　 張

9 O R 標　　 準

A O R ショート

B ＊ ＊

C ＊ ＊

D ＊ ＊

E ・ ＊ ＊

F ＊ ＊．

＊：禁　止
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3－2　A／D変換モード

PVHE－303　ブロック図

3－2－1概　要

本ボードはブロック図の通り独立型A／D変換方式を採用することで、チャンネル

数によるスループットレートの変化がありません。

変換データは順次FIFOメモリに貯えられ、フラグ（EF／耶／FF）状態を監視しな

がら、必要なときに読み取ることができます。又、変換データにはチャンネル番号

が付加できますのでデータ管理に役立ちます。

変換シーケンスはトリガ信号（内部／外部）発生後、同期信号（インターバルタイ

マ／外部クロック）に同期しながら、設定に応じたチャンネル数、及び、変換回数

にて変換を行います。変換終了時には、終了ステータス信号（DOⅣE）を発生します。

本ボードはマスタ／スレーブ構成のカスケード接続により多チャンネル同時サンプ

リングに対応することができます。
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モード

①モード1（内部トリガーインターバル　タイマー）

内部トリガにてインターバル　タイマーに同期した変換が設定チャンネル、及び

変換回数で行われ、変換データは　－川0メモリに蓄積されます。

門川0　メモリはデータ　レジスタ0にて読み出しが行なえます。

②モード2（内部トリガー外部クロック）

内部トリガにて外部クロック信号に同期した変換が設定チャンネル、及び変換回

数で行われ、変換データは　FIFOメモリに蓄積されます。

F川0メモリはデータ　レジスタ0にて読み出しが行なえます。

③モード3（外部トリガーインターバル　タイマー）

外部トリガにてインターバル　タイマーに同期した変換が設定チャンネル、及び

変換回数で行われ、変換データはHFOメ妄りに蓄積されます。

F川0メモリはデータレジスタ0にて読み出しが行なえます。

④モード4（外部トリガー外部クロック）

外部トリガにて外部クロックに同期したサンプリングが設定チャンネル、及び変

換回数で行われ、変換データは野川0メモリに蓄頼されます。

FImメモリはデータ　レジスタ0にて読み出しが行なえます。

⑤モード5（スレーブ）

マスタ（モード1～4）に設定されたボードからの同期信号に岡期したサンプリ

ングを設定チャンネルに従い行います。変換データはF川0メモリに蓄積されますo

FImメモリはデータレジスタ0にて読み出しが行なえます。

注：各モードはボード上のディップ　スイッチ（Dpl）にて設定します。
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3－2－2　モード設定

モード設定はディップ　スイッチ（Dpl）にて行います。

12　3　4　5　6　7　8　910

3－2－3使用チャンネル数設定

コントロール　レジスタ6に本ボードで使用するチャンネル数を所定のフォーマット

に従いバイト・アクセスにて書き込みます。チャンネル数は最大8チャンネルまで

設定が行なえます。

コントロール　レジスタ6（ベース・アドレス　＋　23h）

フォーマサト，D7　D6　D5　D4　D3　D2　DI DO

l

1

l

l

l

0

l　　 l　　7

1 1 1 8
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3－2－4　変換回数設定

変換回数は1－65536回と無限回の範囲にて設定が行えます。変換回数は16ビット・

カウンタによりカウントされますので、設定については、次のシーケンスに従い、

カウント　レジスタ0、コントロール　レジスタ4、コントロール　レジスタ5に

値をバイト・アクセスにて書き込んで下さい。

○設定シーケンス

②変換回数＝1－65535回

③変換回数＝65536回の場合
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④変換回数＝無限回の場合

注）無限回設定時は　カウント　レシ○スタ0　の変換回数設定は必要ありません。

○　変換終了

変換回数＝1～65536回の場合

変換回数が設定値に達すると終了します。このとき、終了を知らせる　D（川E信号が発

生、コントロールレシ○スタ5の　DOm　ビット及び割り込み要因　DOⅣE　をアサートします。

変換回数＝無限回の場合

変換回数を無限回に設定した時の変換中止とは　コン川－ルレシ○スタ7に指定の値をバイト・

アクセスにて書き込むことで設定します。

又、1～65535回の設定時にて変換を強制的に中止させることができま’す。ただし、こ

の場合は、設定回数に達する前であれば、DONE信号はアサートされません。
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3－2－5　同期信号

0　インターバルタイマー

インターバルタイマーは、10／‘S～約9分の範囲を最小125nsステップにて設定

が行えます。又、16　ヒットタイマー1及びタイマー2から構成されている為、設

定時間に応じて単独でタイマー1を使用する場合とタイマー1及びタイマー2を

カスケード接続で使用する場合の選択をジャンパー（JP17）にて年います。

インターバルタイマーの設定は次のシーケンスに従い、タイマーレジスタ0、タ

イマーレジスタ1、コントロールレジスタ4に値をバイト・ライトすることで行

います。

（設定シーケンス）

1）単独／カスケード選択

タイマー1単独／カスケード接続の選択をJP17のアオーマットに従い設定しま

す。

1 2 設　　　　　　　 定

● ○ タ イ マ ー 1 単 独

○ ● カ ス ケ ー ド接 続

J P17　フォーマット

●：ショート

○：オープン

インターバルタイマ・ブロック図
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2）タイマー設定

タイマーの設定は次のシーケンスに従いコントロール　レジスタ4及びタイマーレジス

タ0、タイマーレジスタ1に値をバイト・アクセスにて書き込むことで行います。

コントロールレシースタ 4（へ●－スアドレス＋17h）に 74hを設定。

注）ファンクションレシIスタ　は　タイマー設定変更時に再設定の必要はありません。

注）①最小設定値は　80（0050h）です。
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注）①タイマー1の最小設定値は　80（0050b）です。

①タイマー2の最小設定値は　2（0002h）です。

○　外部クロック

フロント側コルクタ（Cy2）の　SCK川＋、SCXlⅧ一間に入力されるクロック信号で

す。　　入力方法）

コネクタ ピン番号 信　号　名 信　　　　　 号

C N 2
7 SCⅣ Ⅰ¶＋ 外 部 ク ロ ック＋側

8 SCⅣ ⅠⅣ－ 外部 ク ロ ッケー側

電気的仕様

入　 力　 レ　ベ　 ル ■ 立 ち下 りエ ッジ （V ）

八〇レス　間隔 （m in） 10　〟 S

八〇レス　 暗　 くm in） 50　 n s

デイレイタイム　 （m ax） 50　 n S
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外部クロック入力回路）

外部クロック信号（U）

クーミネイトの抵抗値を変更の場合は、Sl、S2をお取り換え下さい。又、出荷時は

Sl＝220　Q、S2＝330　Qが実装されています。

又、ターミネイト抵抗値は本ボードをカスケード接続にて御使用の場合はマスタ及び最終

スレーブボードのみ実装することを推奨致します。
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3－2－6トリガ信号

トリガ信号には、内部トリガと外部トリガがあります。相方ともに

コントロール　レジスタ7を操作することで許可され有効となります。

再トリガ時のトリガ入力はモード1，2は毎回入力、モード3，4は強制停止実行

後の再トリガ時のみ入力することになります。

○　内部トリガ

モード1、モード2で使用するトリガです。コントロール　レジスタ8をバイ

ト　アクセスにて書き込みを行うことで内部トリガは発生します。

設定開始

コン川－ルレシ●スタ8（へしスアドレス＋27b）に八〇イトアクセスにて書き込む

注）書き込み　データ　は規定なし。

設定終了

○　外部トリガ

モード3、モード4で使用するトリガです○フロント側コネクタ（Ⅲ2）？

TRGIⅣ＋、TRG　川一間に入力される信号です。

入力方法）

コネ クタ ピン番号 信　 号　 名 信　　　　　 号

C N 2
3 TR G　川＋ 外 部 トリガ　 ＋側

4 TRG IW－ 外 部 トリガ　 ー側

電気的仕様）

入　 力　 レ　 ベ　 ル 立 ち 下 りエ ッ ジ （V ）

スレヅシヨルド ・レへ○ル T T L　　 レベ ル

八〇レス　 暗　 （m i n ） 5 0 ［n S ］

デ イレイタイム　 （m a X ） 5 0 ［n s］
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外部トリガ入力回路）

CN　2

外部トリガ信号（寸∫）

ターミネイトの抵抗値を変更の場合はSl、S2をお取り換え下さい。又、出荷時は

Sl＝220虫、S2＝330日が実装されています。

○トリガ　イネーブル／ディセーブル

内部トリガ及び外部トリガはコントロール　レジスタ7のフォーマットに従い、イネ

ーブルされて有効になります。

コントロール　レジスタ7の設定はバイト・アクセスにて所定の値を書き込むことで

行います。

①　イネーブル設定

設定開始

コントロールレシナスタ7（へ〇一ス・アドレス＋25h）に0lhを設定。

設定終了

注）
②　ディセーブル／変換中止設定

設定開始

コントロールレシ○スタ7（へや－ス・アドレス＋25h）に00hを設定。

注）ディセーブル／変換中止設定の変換中止とは、トリガ信号の不許可に

加えて、変換動作を強制的に停止できることを示します。
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3－2－7　変換データの読み出し

サンプリングにて　FIFO　に蓄積された変換データは、データ　レジスタ0をワード・

アクセス又はロング・ワード・アクセスにて読み出すことができます。

ただし、ワード又はロング・ワードのいずれか一方のアクセスに設定すること、及

びデータについてチャンネル番号の有／無の設定が必要です。これらの設定はディ

ップスイッチ（DPl）にて行います。

O FI F Oモード設定

ディップスイッチ（DP1）の9にてフォーマットに従い設定して下さい。

12　3　4　5　6　7　8　910

●ワード設定時：①　ワード・アクセスの読み出しのみデータ確定。

②　FIFO　容量　8192ワード。

●ロング・ワード設定時：①　ロング・ワードアクセスの読み出しのみデータ確認。

②　FIFO　容量　4096ロング・ワード。

○　データ・フォーマット設定

ディップスイッチ（DPl）の8にてフォーマットに従い設定して下さい。

12　3　4　5　6　7　8　910
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○　データ　レジスタ　0　データ・フォーマット

①　ワード設定時

データ　レジスタ　0（へ～－スアドレス＋30h）

D15　　D12Dll

フォーマット

DO

l
0
l
1 1
l
0
　 l
6

0 1 1 1 7

②　ロング・ワード設定時

データ　レジスタ　0（へナースアドレス＋30h）

D31　　D28D27

フォーマット

D16D15
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O FIFOメモリ　データ　マップ

○　ワード設定時

D13　　　　　DO2Dll I）0

CH　O 変換データ

CH l 〝

CH　2 〝

CH　3 〝

CH　4 〝

CH　5 〝

CH　6　＼
CH　7

注）チャンネル番号（無）設定時D15－D12は”0”。

○　ロング・ワード設定時

D31　D28D27　　　Ⅰ）16D15Ⅰ）12Dll DO

CHO 変換データ CHl 変換データ

CH2 〝 CH3 〝

CH4 〝 C．H5 〝

CH6 〝 CH7 〝

CHO CHl

CH2 CH3

CH4

注）チャンネル番号（無）設定時D31－D28／D15－DlZは’’0ガ。
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3－2－8　マスタ／スレーブ構成

PVHE－303をマスタ／スレーブ構成にてカスケード接続することで多チャンネル同時サンプリングの

アプリケーションに対応することができます。

（PⅧE－303のマスタ／スレーブ構成はⅤ肥＝血Sアンキテクチャのアクセス・モードとは関係なく常

にスレーブ・モードとしアクセスされます。）

○　動作概要

マスタは設定されたA／Dモードに従いサンプリングを開始すると同時にスレーブへの同期信号

を出力します。

スレーブは、マスタからの同期信号に従いサンプリングを行います。

この時プログラム（ソフト）制御は、マスタ側にて各モードに対応した各レジスタにつき所定の

設定を行い、スレーブ側はコントロールレジスタ6にてチャンネル設定を行うのみです。

○　マスタ／スレーブ設定

マスタ／スレーブ設定はディップスイッチ（Dpl）にて行います。

マスタ

12345678　910

スレーブ

12345678910
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○　コネクタ接続

マスタ／スレーブ構成のコネクタ接続は図4－1の様にします。

注）CⅣ2：フロントパネル側CN2コネクタ

CN3：フロントパネル側CⅣ3コネクタ

信号電気的仕様

外 部 ト リ　ガ

コネクタ／＋側（ビン）／一側（ビン） CN2／TRG I附（3）／TRG 川－（4）

入力レつル　　 TTL レベル　 立ち下りエッジ （V ）

パルス暗 くmin） 50 ［ns］

デイレイタイム （皿aX） 50 ［ns］

外部 クロック

コネクタ／＋側（ビン）／－側（ビン） CV2／SCK I肘（7）／SCX 川－（8）

入力レベル　　 TTLレベル　 立ち下りエッジ■■（V ）

パルス幅 （mi‘n） 50 ［ns］

デイレイタイム （皿aX） 50 ［ns］

同　 期　 信　 号

コネクタ／＋側（ビン）／一側（ビン） CⅣ3／SCXOUT十（7）／SCX肌で－（8）

出力波形 パルス　 （1 ∫）

出力レベル　　　　　　　　 TTLレベル

L O‡（maX） －15 ［mA］
出力電流　　　　 L OL （max） 48 ［鵬］

パルス幅 （min）1　　　　　　　　　　 100 ［ns］‾
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スレーブ同期信号出力回路）

CN　3

スレーブ同期信号（V）

クーミネイトの抵抗値を変更の場合はSl、S2をお取り換え下さい。又、出荷時はSl＝220Q、

S2＝330良が実装されています。

又、ターミネイト抵抗は本ボードをカスケード接続にて御使用の場合はマスタ及び最終スレーブ

ボードのみ実装することを推奨致します。

注）SCX OUT＋のIOL＝48血（maX）ですので、抵抗値変更の隙は、ドライブ電流を十分考慮して下

さい。
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3－2－9　フィルタリング機能

各入力チャンネルに対応するコンデンサを外付けする事で、フィルタを構成する事ができます。

フィルタリング用にアンプ（M9～16）のサミング点出力端子（ピン5，10）があります。

内蔵コンデンサに並列に適合したコンデンサを外付けすると出力アンプの応答周波数を抑えるこ

とができます。

このことにより応答周波数を犠牲にしてノイズを低減させることができます。

コンデンサとセトリング／カットオフ周波数の関係は図1，2又、各人カチャンネルに対応する

コンデンサの部品番号は図3を参照して下さい。

セトリンク‾時間対フルタコンデンサ

セ
ト
リ
ン
グ
時
間
（
u
s
）

8
6
4
2
7
0　　　10　　　20　　　30

7ルタコンデンサ（pF）

入 力チ ャ ンネル フ ィル タ コ ンデ ンサ部 品番 号

0 C l 1 9 ， C 1 2 0

1 C 1 2 1 ， C 1 2 2

2 C 1 2 3 ， C 1 2 4

3 C 1 2 5 ， C 1 2 6

4 C 1 2 7 ， C 1 2 8

5 C 1 2 9 ， C 1 3 0

6 ・C 1 3 1 ， C 1 3 2

7 C 1 3 3 ，C 1 3 4

図3・入力チャンネル　ー　フィルタコンデンサ部品番号
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4－1割り込み

○　概　要

割り込み動作は、ベクタ方式であり要求解除は、応答時開放（ROAK）又は、レジ

スタ・アクセス時開放（RORA）にて行われます。

割り込み条件設定はコントロール　レジスタ0～3及びベクタ　レジスタ0～3

にて行います。

割り込み要因は、FIFOメモリの状態に対応したEF・耶・叩及びサンプリング終了

を知らせる　DOyE　があります。

○　要　因

①　EF　　割り込み要因のEFはFImメモリにデータがある状態からすべて

のデータを読み込み、空の状態になったときアサートされます。

②　HF　　割り込み要因の即は　FIFOメモリにデータが半分以上になっ

たときアサートされます。

③　FF　　割り込み要因の　FFは　FIfOメモリにデータがメモリ容量に遺

したときアサートされます。

④　DOⅣE　　サンプリングが変換回数に連したときアサートされます○
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○　要因とレジスタ

割り込み要因とレジスタの関係は次の様になります。

要　 因 レ　 ジ　 ス　 タ　 名 内　　　　　 容

E　　　 F
コン トロール　 レジスタ　 0 割 り込み動作の制御

ベクタ　　　　　 レジスタ　 0 ベクタ番号 （8 ヒット）

H　　　 F
コン トロール　 レジスタ　 1 割 り込み動作の制御

ベクタ　　　　　 レジスタ　 1 ベクタ番号 （8 ビット）

F　　　 F
コン トロール　 レジスタ　 2 割 り込み動作の制御

ベクタ　　　　　 レジスタ　　 2 ベクタ番号 （8 ビット）

D　 O　N
コン トロール　 レジスタ　 3 割 り込み動作の制御

ベクタ　　　　　 レジスタ　　 3 ベクタ番号 （8 ビット）

○　レジスタ設定

コントロール　レジスタ　0～3及びベクタ　レジスタ　0～3のフォーマット

は次の様になります。

7 ．7 。。。Z 。ロ 呼 込 み レ ベ ル

F FAC ⅩⅠⅣ IRE IRAC L2 Ll LO コン川－ル　レシ○スタ　0
F FAC ⅩⅠⅣ IRE IRAC L2 Ll LO コントロール　レシ◆スタ　0
F FAC ⅩⅠⅣ IRE IRAC L2 Ll LO コン川－ル　レシナスタ　0
F FAC ■ⅩⅠⅣ IRE IRAC L2 Ll LO コントロール　レシ○スタ　0
V7 V6 V5 V4 V3 V2 Vl VO へやクタ　　レシ◆スタ．0
V7 V6 V5 V4 V3 V2 Vl VO へやクタ　　レシ○スタ　0
V7 V6 V5r V4 V3 V2 Vl VO へさクタ　　レシ●スタ　0
V7 V6 V5 V4 V3 V2 Vl VO へやクタ　　レシナスタ　0
7　　 6　　 5　　 4　　 3　　 2　　 1　　 0

レジスタ名レジスタ　ビット
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4－2　コントロール　レジスタ

コントロール　レジスタの各ヒットについて説明致します。

1．各割り込みレベルは、L2・Ll・LO（ピット2・1・0）にて設定します。

L2・Ll・LOにすべて0（ロー・レベル）を設定したときは、割り込み要求は不許可

となります。

又、レベルについては、表に従い設定を行います。

L 2 L l L O レ　　 ベ　 ル

0 ‾ 0 0 割 り込み禁止

0 0 1 1＿

0 1 0 2

0 1 1 3

1 0 0 4

1 0 1 5

1 1 0 6

1 1 1 7

2．割り込み許可はI RE（ビット4）にて設定します。

IRE　を1（ハイ・レベル）にすることで割り込み要求の許可が設定されます。

このことから、割り込み要因がアサートしてもIRE　が　0（ロー・レベル）に設

定されていると、割り込み要求はアサートされません。

I R E 許可／不許可

0 不許可

1 許可

3．割り込み自動解除（応答時・開放（ROAX）／レジスタ・アクセス時開放（RORA）設定）

IRAC（ビット3）に1（ハイ・レベル）を設定したとき、割り込みアクノリッチ

・サイクル中に、IRE（ピット4）は0（ロー・レベル）が設定される為、割り込

み要求は解除されます。

又、要因にて再度割り込み要求をアサートするには、IREに1（ハイ・レベル）を

設定します

I R A C 自　 動　 廃　 除

0 O F F

1 O N
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4．外部／内部ベクタ

割り込み動作では各ベクタレジスタの設定値が使用されますので　Ⅹ／川（ビット5）、

0（ロー・レベル）に設定します。

Ⅹ一m 外部／内部ベクタ

0 内部ベクタ

5．フラグ

フラグは、割り込み動作に影響されることなく書き込み／読み込みが行えます。

フラグは、システム資源管理のステイタス及びマルチタスクやマルチプロセッサ

のセマフォーとして使用されます。又、フラグ（F）はビット7に配置され、Hp

U68000　系の　Test＆Set（TAS）命令により使用されます。

F アサー ト／ネゲー ト

0 ネゲー ト

1 アサー ト

6．フラグ自動解除

フラグ（F）　と　柑AC（ピット6）に1（ハイ・レベル）が設置されているとき、

割り込みアクノリッチ・サイクル中にフラグ（F）　は解除されます。

この特長は割り込みステイタスやパス・メッセージに使用されます。

注）各割り込み要因について同一レベルを設定した場合は、優先順位の高い方

から処理されます。

D O N E＞F F＞H F＞E ft

高い←優先順位→低い

4－3　ベクタ・レジスタ

各要因についてベクタ・レジスタ0～3にて8ビットのベクタ番号を設定します。

V 7 V 6 V 5 V 4 V 3 V 2 ．V l V O ビ　 ッ　 ト

HSB　　　　　　　　　　　　　　　　　　 LSB ベクタ番号
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第5章　ポーリング



5－1ポーリング

概　要

コントロール　レジスタ10　を読み出すことで　FIFO　メモリの状態及びサンプリングの

終了をステイタスとして読み出すことができます。

要　因

①　E F FIFO　メモリのデータが空の状態にアサートされます。

②　HF FIFO　メモリのデータが半分以上の状態にアサートされます○

③　FF FIFOメモリのデータが一杯の状態にアサートされます。

④　DOⅣE　　サンプリング終了時にアサートされます。

ただし、D〔用E　要因は割り込み禁止にて行います。

レジスタ・フォーマット

コントロール　レジスタ10（ベース・アドレス＋　2Bh）

D7　D6　D5　D4　　D3　　D2　Ⅰ）1　DO
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第6章　レジスタ・フォーマット



注）

6－1レジスタ・フォーマット

○　コントロール　レジスタ0（へ〇一ス・アドレス　＋　01ⅠⅠ）（八〇イトトド／ライト）

割り込み要因　EF　についての割り込み条件設定　レシ○スタ　です。

D7　　D D5　　D4　　D3　　D2　Dl　工10

注）（例）バイトリード／ライト：右記の表現はそのレジスタはバイト・アクセスの

リード／ライトが行えることを示します。
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○　コントロール　レジスタ1（へしス・アドレス　＋　03H）（がイトリード／ライト）

割り込み要因】肝　についての割り込み条件設定　レシナスタ　です。

D7　　D6　Ⅰ）5　　D4　　D3　　DZ DI DO
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○　コントロール　レジスタ2（へ〇一ス・アドレス　＋　05H）（八〇イトリード／ライり

割り込み要因】F　についての割り込み条件設定　レシ○スタ　です。

D7　　D I）5　　D4　　D3　Ⅰ）2　DI D◆0
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○　コントロール　レジスタ3（へや－ス・アドレス　＋　07H）（八〇イトリード／ライり

割り込み要因　DOⅣE　についての割り込み条件設定　レシ○スタ　です。

D7　　D D5　　D4　　D3　　D2　Ⅰ）11）0
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○　ベクタ　レジスタ　0（ベース　アドレス　＋　09h）（バイトーリード／ライト）

割り込み要因EFに対するベクタ番号の設定レジスタです。

D7　D6　D5　D4　D3　D2　Dl I）0

○　ベクタ　レジスタ　1（ベース　アドレス　＋　OB h）　（バイトーリード／ライト）

割り込み要因肝に対するベクタ番号の設定レジスタです。

D7　D6Ⅰ）5　D4Ⅰ）3　D21）1DO

○　ベクタ　レジスタ　2（ベース　アドレス　＋　ODb）　（バイトーリード／ライト）

割り込み要因‖汀に対するベクタ番号の設定レジスタです。

D7　D6　D5Ⅰ）4　D3　DZ DlI）0

○　ベクタ　レジスタ　3（ベース　アドレス　＋　OF h）　（バイトーリード／ライト）

割り込み要因DO陀に対するベクタ番号の設定レジスタです。

D7　D6　D5　D4　D3Ⅰ）2　DI DO
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○　タイマー　レジスタ　0　（ベース　アドレス　＋11h）（バイトーライト）

インターバル　タイマ用タイマー1に16ビット表現のカウント値を下位バイト、上位バイトの順序

にて設定するレジスタです。

D7　D6Ⅰ）5　D4　D3　D2　DI DO

○　タイマー　レジスタ　1（ベース　アドレス　＋13h）（バイトーライト）

インターバル　タイマ用タイマー2に16ビット表現のカウント値を下位バイト、上位バイトの順序

にて設定するレジスタです。

D7　D6　D5　D4　D3　D2　DI DO

○　カウント　レジスタ　0　（ベース　アドレス　＋1弘）（バイトーライト）

変換回数用カウントに16ビット表現のカウント値を下位バイト、上位バイトの順序にて設定するレ

ジスタです。

ただし、カウント　レジスタ0の設定はコントロール　レジスタ5と共に設定しますので変換回数

設定シーケンスに従うようにして下さい。

D7　D6　D5　D4　D3　D2Ⅰ）1　DO

②変換回数＝65536回の場合 T7 T6 T5 T4 T3 T2 Tl TO 書き込みデータ

D7 D6 D5 D4 D3 D2 Dl DO F F h ／ 1 回目

P15 恒4 P13 恒2 Pll P lO D9 D8 ■F F h ／2　回目

③変換回数＝無限回の場合　　カウント　レジスタ0設定不要。
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○　コントロール　レジスタ　5（ベース　アドレス　＋　21h）（バイトーライト）

変換回数用カウントの設定を行う隙に、カウント　レジスタ0と共に設定を行うレジスタです。

D7　D6　D5　D4　D3　D2　DlI）0

○　コントロール　レジスタ　4（ベース　アドレス　＋17b）（バイトーライト）

インターバルタイマ用タイマー1、タイマー2及び変換回数用カウンタの初期設定を行うレジスタ

です。3つのコードをすべてコントロール　レジスタ4に設定して下さい。又、カウント借変更時

に再度設定する必要はありません。

D7Ⅰ）6　D5　D4Ⅰ）3　D2　DI DO

○　コントロール　レジスタ　6（ベース　アドレス　＋　23h）（バイトライト）

本ボードにてサンプリングに使用するチャンネル数を設定するレジスタです。

D7　D6　D5　D4　D3　D21）1Ⅰ）0
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○　コントロール　レジスタ　7（ベース　アドレス　＋25h）（バイトーライト）

トリガ信号について許可／不許可の設定を行うレジスタでする。又、サンプリング動作の中止設定

も行うことができます。

D7　D6　D5Ⅰ）4Ⅰ）3　D2Ⅰ）1DO

○　コントロール　レジスタ　8（ベース　アドレス　＋27′h）（バイトーライト）

A／D変換モード1・2に使用する内部トリが発生用レジスタです。バイトアクセスの書き込み

操作にて内部トリが発生します。

D7　D6　D5　D4　D3Ⅰ）2　DI DO

○　コントロール　レジスタ　9（ベース　アドレス　＋29h）（バイトーライト）

FIFOメモリのリセットを設定するレジスタです。リセット後のFIFOメモリは各フラグ（EF・肝・F

F）の状態、及び、内部データが初期化されます。設定は、バイト・アクセスの書き込みにて行われ

ます。

D7　D6　D5　D4　D3　D2Ⅰ）1DO

○　コントロール　レジスタ10（ベース　アドレス　＋2Bh）（バイトーライト）

ポーリング　ステイタス参照用のレジスタです。バイト

D7　D6　D5Ⅰ）4　Ⅰ）3　D2Ⅰ）1DO

アクセスの読み込みにて参照が行えます。
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○　データ　レジスタ　0（ベース　アドレス　＋30h）（ワード／ロングワードーリード）

FIFOメモリに蓄積されている変換データの参照用レジスタです。変換データにチャンネル番号が付

加できる他、FIFOメモリ・リード・モードの設定（デイヅ70スイッチDPlの9ピッりにより、ワード又は、

ロングワードのいずれかのアクセスにて読み出すことができます。

①　ワード設定時（FIFOリード・モード）

D15　　D12Dll DO

1
0
t
1
l
1
l
0
l　　 I　6

0111 7

フォーマット

②　ロング・ワード設定時（FIFOリード・モード）

D31　　D28D27　　　　　　　　　　　　　D16D15

l
0
】
1
l
l
l
0
I　　 l　6

0 1 1 1 7
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第7章　ディップスイッチ／ジャンパー設定



7－1　初期設定値

項　　 目 初　　 期　　 値 部　品 番 号

ア ドレス　 モ ー ド OR （特 権 及 び 非 特 権 ）／ 標 準 （A 24） LD 7

ベ ー ス　 ア ドレス F C 4 B O　O　O O h LI）1－LD 6

インター八〇ル　タイマ カ ス ケ ー ド接 続 JP 1 7

チャンネル・ナン八〇一 有 pP 1－8

F IF O ア クセ ス ワー ド Dp 1－9

A ／ D　 モ ー ド モ ー ド 1 （マ ス タ ） DP 1－7

チ ャ ンネ ル　 0 が イホ〇一ラ　± 10 ．0 ［Ⅴ］レンゾ ／ 電 圧 入 力 JP l，Jp 9 ／SC 7

チ ャ ンネ ル　 1 が イホ〇一ラ ± 10 ．0 【Ⅴ】レンシ○／ 電 圧 入 力 JP2 ，Jp lO／SC 8

チ ャ ン ネル　 2 八〇イホ〇一ラ　± 10 ．0 ［Ⅴ］レンゾ ／ 電 圧 入 力 JP 3，JP l l／SC 9

チ ャ ン ネ ル　 3 八〇イホ〇一ラ　± 10 ．0 【Ⅴ】レンシ○／ 電 圧 入 力 Jp 4 ，JP 1 2／SC lO

チ ャ ン ネ ル　 4 が イホ〇一ラ　± 10 ．0 ［Ⅴ］レンシ○／ 電 圧 入 力 JP5 ，JP 1 3／SC l l

チ ャ ン ネ ル　 5 ハ○イホ〇一ラ　± 10 ．0 【Ⅴ］レンシ○／電 圧 入 力 JP6 ，JP 14／SC 12

チ ャ ンネ ル　 6 八〇イホ〇一ラ　± 10．0 ［Ⅴ】レンシ○／電 圧 入 力 JP7 ，JP 15／SC 13

チ ャ ンネ ル　 7 八〇イホ〇一ラ　± 10．0 ［Ⅴ］レンシさ／ 電 圧 入 力 Jp 8，Jp 16／SC 14

SC K 】Ⅷ　 夕べ ネイト SCl ：22 0 Q　　　 SC 2 ：33 0 白 SC l，SC 2

S CX　Om　 夕べ ネイト SC3 ：22 0 Q　　　 SC 4 ：■33 0 Q S C 3，SC 4

T R G　川　 夕べ ネイト SC5 ：22 0 Q　　　 SC 6 ：33 0 Q S C 5，SC 6
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7－2　アドレス・モード設定

アドレス・モードはLD7にて設定します。

L D 7 アドレス・モード

0 非特権／拡張 （A32）

1 非特権／標準 （A24）

2■ 非特権／ショート（A16）

3 ＊
4 特　 権／拡張 （A32）

5 特　 権／標準 （A24）

6 特　 権／ショート（A16）

7 ＊
8 O R　／拡張 （A32）

9 O R　／標準 （A24）

A O R　／ショート（A16）

B ＊
C ＊
D ＊
E ＊
F ＊
＊：禁　止
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7－3　ベース・アドレス　設定

①　アドレス　A31－A28設定

LI）1にて‡ex　コードにより設定します。

日日

②　アドレス　A27－A24設定

LD2　にて　Hex　コードにより設定します。

LI）ヱ

③　アドレス　A23－A20設定

LD3　にて　Hex　コードにより設定します。

LD3

④　アドレス　A19－A16設定

LD4　にて‡ex　コードにより設定します。

LD4

⑤　アドレス　A15－A12設定

LI）5　にて　Eex　コードにより設定します。

LI〉5

⑥　アドレス　All－A8設定

LD6　にて　Hex　コードにより設定します。
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7－4　モード／データ・フォーマット／FI FOモード設定

A／D変換モード，FI FOモード及びデータ・フォーマットの設定はディップ・ス

イッチ（DPl）にて行います。

DPI

D　12　3　4　5　6　7　8　910

7－5　インターバルタイマ単独／カスケード設定

インターバルタイマ用タイマー1及びタイマー2のカスケード接続設定が行えます。

シさヤン八〇一

（JP25）

忌…
1 2 設　　 定

● ○ タイマー1 単 独

○ ● カスト ド 接 続
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7－6　人カレンジ設定

チャンネル0－7のユニポーラ／バイポーラ・レンジ設定はジャンパー（JPト16）に

て行います。

各チャンネルとジャンパーの対応及びフォーマットは次の通りです。

チャンネル番号 ユニホ〇一ラ／八〇佃〇一ラ レ　ン　ジ

0 J P　9 J P l

1 J P lO J P　2

2 J P ll J P　3

3 J P 12 J P 4

4 J P 13 J P　5

5 J P 14 J P　6

6 J P 15 J P　7

7 J P 16 J P　8

ユニポーラ／バイポーラ設定フォーマット

JP9－JI〉16共通

詭

レンジ設定フォーマット

7　531

3 1 ユニホ〇一ラ／八〇イホ〇一ラ

● ○ ユニホ〇一ラ

○ ● がイホ〇一ラ

（ユニホ〇一ラ時）

7 5 3 1 レ ンジ ［Ⅴ ］

○ ○ ○ ● 0 － 1 0 ．0

○ ● ○ ○ 0 －　 5 ．0

● ○ ○ ○ 0 －　 2 ．5

（ハ○イホ〇一ラ時）

7 ． ．弓 3 1 レ ン ジ ［Ⅴ］

○ ○ ● ○ ± 10 ．0

○ ○ ○ ● ±　 5．0

○ ● ○ ○ ±　 2 ．5
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ト7　電圧／電流入力設定

チャンネル0－7について、電圧又は、電流入力の設定を　SC7－SC14　にて行いま

す。

又、チャンネルと部品番号の対応及び、設定方法は図の通りです。

チ ャンネル番号 部品番号 電圧 入力設定 電流入力設定

0 SC　 7 オ ー プン Ⅰ／V 変換 抵抗 実装

1 SC　 8 〝 〝

2 SC　 9 〝 〝

3 SC　 lO 〝 〝

4 SC　 ll 〝 〝

5 SC　 12 〝 〝

6 SC　 13 〝 〝

7 SC　 14 〝 〝

注）Ⅰ／V変換抵抗は、2．54　ピッチのものを選び下さい。

7－8　SCK】Ⅷ／　SCX Om／TRG　川　ライン　ターミネイト抵抗値設定

SCK】Ⅷ／　SCX Om／TRG　川ライン　ターミネイト抵抗値は対応する部品番号に、

任意の抵抗値を実装することで設定できます。ただし、クーミネイト抵抗はあらかじ

め初期値により実装されています。

信号ライン名 部 品 番 号

（フ○ルアップ○側）

初　 期　値 部 品 番 号

（フ○ルタ■ウン側）

初　期　値

SCX Iy SC　 l 2 20 （Q ） SC　 2 330 （Q ）

SC【OUT SC　 3 220 （Q ） SC　 4 330 （Q ）

TRG IN SC　 5 220 （Q ） SC　 6 330 （Q ）
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第8章　ピン・アサイン



8－1　フロントパネル外観

筒
口
㌣
」
廊
皿
◎
C
N

l
◎
∩
日
日
∪
◎
□
回
□
問

B U S Y L E D　…・ボードがスレーブ

アクセス時点灯

AD LED　…・A／D変換実行中点灯

CN　2　…　…　‥外部コントロール信号入力コネクタ

C N　　3

C N l

・A／D変換　マスターボード時に

コントロール信号をA／D変換

スレーブボードに出力するコネクタ

・アナグロ信号入力コネクタ
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8－2アナログ入力コネクタ（CN l）

O CⅣ1（DSm－37ピン）：本　体　側17岬－13370－27（D4AB）（DDX製）

：ケーブル側17JE－23370－02（D8A）

19　0　0　0　………………　0　0　0　1

37　0　0　0　…………　0　0　0　20

D SU】ヨコネクタ　（正面図）

○　ピン　アサイン表

ピン番号 信号ニーモニック ピン番号 信号ニーモニック

1 Ch 7　 I N ＋ 20 A G N D

2 Ch 7　 I N － 21 A G N D

3 Ch 6　 I N ＋ 22 A G N∵D

4 eh 6　 I N － 23 A G N D

5 Ch 5　 I N ＋ 24 A G N D

6 Ch 5　 I N － 25 A G N D

7 Ch 4　 I N ＋ 26 A G N D

8 eh 4　 I N ⊥ 27 A G N D

9 G N D 28 A G N D

10 Ch 3　 I N ＋ 29 A G N D

11 Cb 3　 I N － 30 A G N D

12 Ch 2　 I N ＋ 31 A G N D

13 Ch 2　 I N － 32 A G N D

14 Cb l　 I N ＋ 33 A G N D

15 Ch l　 I N － 34 A G N D

16 Ch O　 I N ＋ 35 A G N D

17 Ch O　 I N － 36 A G N D

18 A G N D 37 A G N D

19 A G N D

注）ch川＋：アナログ入力（＋側）

Ch川－：アナログ入力（一側）

AGm　：コモングランド（アナログ）

Ch X　：チャンネル・ナンバ表記

－　49　－



8－3　同期信号コネクタ（Cy2・CⅣ3）

○　同期信号入力コネクタ（CⅣ2）

CⅣ2（リボンコネクター10　ピン）：本　体　側　FCⅣ－705FOlO－AU／拭く富士通）

：卜70ル側　FCⅣ－707BOlO－J川／0

10口］9

8］□7

6D］5

4］□3

2口］1

リボンコネクタ（正面図）

ピン番号 信号ニーモニック ピン番号 信号ニーモニ ック

1 ・D G N D 2 D G N D

亭 T R G　 IrN ＋ 4 T R G　 I N －

5 D G N D 6 D G N D

7 S C X　 I N ＋ 8 S C K　 I N －

9 D G N D 10 D G N D

ビン　アサイン衷

注）TRG　川　＋：

TRGIⅣ　－　：

SCXIⅣ　＋

SCXIy　－

D甜D

外部トリガ入力（＋側）

外部トリガ入力（一側）

外部クロック入力（＋側）

外部クロック入力（－側）

コモン　グランド（デジタル）
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○　同期信号コネクタ（CⅣ3）

CⅣ3（リボンコネクター10　ピン）：本　体側　FCⅣ－709FOlO－AU／XS（富士通）

：トフ○ル側　FCⅣ－707BOlO－AU／0

10□］9

8D］7

6ロロ5

4ロロ3

2□臣

リボンコネクタ（正面図）

ピン番号 信号ニー．モニ ック ピン番号 信号ニーモニック

1 D G N I） 2 D G N D

3 D G N I） 4 D G N D

5 D G N I） 6 D G N D

7 S　C K　　 O U T ＋ 8 S C K　　 O U T －

9 D G N D 10 D G N D

ビン　アサイン表

注）　SCX OUT　＋：スレーブ同期信号出力（＋側）

SCX OUT　－：スレーブ同期信号出力（－側）

D甜D　　　　　　コモン　グランド（デジタル）
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8－4　VME b u s　コネクタ（Pl・P2）

O Plコネクタ（D川コネクタ　　96ピン）：100－096－053（PAM川IT製）

32 31 30 3 2

－

－

DI Nコネクタ（正面図）

O P2コネクタ（日用コネクタ　　96ピン）：100－096－053（pAM川IT製）

32 31 30 3 2

ー

－

DI Nコネクタ（正面図）
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O Plコネクタ　ピンアサイン表

ピ ン番 号 列 a の 信 号 ニ ー モ ニ ッ ク 列 b の 信 号 ニ ー モ ニ ッ ク 列 C の 信 号 ニ ー モ ニ ッ ク

1

2

3

4

5

D O O B B S Y ＊ D O 8

D O l B C L R ＊ D O 9

D O 2 A C F A I L ＋ D l O

D O 3 B G O I N ■ D l l

D O 4 B G O O U T ＊ D 1 2

よ】【芸　　　　　　 妻・こ‡ミL ・獲一票喜怒＿≡l 】這　：

－ コ＝：　　芸

ー 競
彿；；芸：完；岩

∵＋　† ーl　芸l　＿芝： －】三　一；；
崇 鵬 －

．芸≡；；　　 ・三一
＝・＝筆H：完扇；㍍！ご黒：紙はに托㍑＝霊と詰．表記と
ー士そ★

磯黎一課E；＝詣巴・ 責・＿…買■岩は完は：ご謀；三亡き巨

岬
け：・’琵

蒜

1 1 G N D B G 3 0 U T ＊ B E R R ＊

1 2 D S l ■ B R O ＊ S Y S R E S E T ■

1 3 D S O ■ B R l ＊ L W O R D ■

1 4 W R I T E ＊ B R 2 ＊ A M 5

1 5 G N D B R 3 ＊ A 2 3

習 得 窯

椚 ーほ；

ー ．・…幾重．…．茎違蓋…註．．義議兢㌫嘉亮．蒜

：謁；　；・
：℃　＿；； lr

建
勇一一花薫 ・；一　：・－

－；； 持 工だ　－1三一mだ一・琵－

蓋量i
I A C K I N ＊

だ一一≡…㌘‾‾‾菖 豆一豆 e t 東 田 ‾’＝hだ HEl－；ー●Å 竿 苧 ‾■雲

2 2 I A C K O U T ＊ S E R D A T ＊（1 ） A 1 6

2 3 A M 4 G N D A 1 5

2 4 A O 7 I R Q 7 ＊ A 1 4

2 5 A O 6 I R Q 6 ■ A 1 3

霊 潔
ー駄妾

●託！巴I＿ ≡；：：土器
＝・●　－敏 秦箋

≡一　疇hl 一　m　・”一・：－：－
雛頒秦掛鰻
じ：㌍‾二〇；LJl
・占H・：↓隅・3

．手首：丁甘

ー
：霊！：≡ ：呈出Ill H H＝ニー…：芸は　コ‘；ミ‾欄；‡三‡事コ。】・】コー　ほは

……．瀧 ≡禦莞‾
▼＿崇一計蒜

墨雛漬世採譜無職
護．恋諾意

．禦言霊■三l：▲．謹宏一：毘崇．≡：亡霊正一鱒掛購離

・一…芸道i・－≡：・・ニ還・一弘】㍍】・…・；；・誌－．逼

崇萱慧婆…＝
轟 濠 濱

買．訂話芸罠．＝拳言；；蒸器・描描■璽貼

煎籍難穣一・ご藍・…舗一三丑

塁熟
議
意 表訳ご！描芸…蔓詫；；三吉ミニ饗≡・；≡…；㌫三・摘緑燕巨一芸華

・・誌・・一線撫撥一・岩・㌫6・琵嘉・・司だ・三間

ー
＿。拳．．＿“ ・≒；＝一・＿ニ買＝3iH・H：霊…；H＿：…ヒ巴2．だと：二三．己は諒t 謂筑二．三選は；買：㍊こぼ芯・諾．F僻石・一議一・・賓＿－。．・

＝一等i －い ‾‾一一二 Ⅰ‾誉Ⅴ ‾ ＋ 5 V　 S T D B Y ’‾■■羊一丁 2 V　 ■…… ’

3 2 ＋ 5 V ＋ 5 V ＋ 5 V
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O P2コネクタ　ビンアサイン表

ピン番号 列 a の信号ニーモニック 列 b の信号ニーモニック 列 C の信号ニーモニック

1 使用者定義用 ＋ 5 V 使用者定義用

2 使用者定義用 G N D 使用者定義用

3 使用者定義用 保　 留 使用者定義用

4 使用者定義用 A 2 4 使用者定義用

5 使用者定義用 A 2 5 使用者定義用

ー 慧 盟 空

芸≡諾邑諾慧芸…諾芸…；芸喜盲…蔓崇話芸喜盲話芸三
脚 －■…・

：ヨ繁 蔓
蓬
l芸；；箭‘崇
潔
芸
翠
嚢
巌
芸
業
惣

滋

！雲
●‘－　■碓出際摺相羽瞑l雲．㌫… 雲追慕賀長芸；蓉 ≡！ヨEE素量

悪註 二・d　a・㌫
岩tlHは；けIIp群雲 妻蒜

≡蓋聖祭誓
難語！

．肇喋持　▼三・・碧蓉幸‡亡蹄㌍ ≡悪
童巷＝
三蒜

EほnT琵

要星謹書

汚惣繁誓；
要：

群だ汚．．
tt†千だ

蝉葵．
揃封業．
聖は■石

＋主上
岩：三iil
「l■そ

・…罰
輔瑚膵
琵彗≡繋㌘

筆…
芸芸 華鍼革十

簑≡
譜だ

莞
瀧

鞘群棲蔀＿蓋 琵讐
響＃l；慧l暑‘緊

きざミ蓉繁
三三和事；；；

緑凝粥，撞宍莞貢莞㍑ 奴弼嘗 器慧≡！≡莞芝…談
志
警≡
洪琵雇は実家

巾ナ
懲
：‡〃

弼燕繹勲礁

使用者定義使用者定 －
甥；重奏蔓♯矩韓熊等重要秦業鞘業妻妻等蕪絹撃彗　　A 3 1

斡雅．．“日．．．．．ほ．亡．．．．℡，≡【．獅朝酎
…琵昔箋ま諾蔓諾慧……≡空室；…誌‡
鞘熱塁翳群積減額揮燕鮮

司喜一
琵……

11
．≡I義融憮諾…≡．無償離蛸撒朋所用

12 使用者定義用 G N D 使用者定義用

13 使用者定義用 ＋ 5 V 使用者定義用

14 使用者定義用 D 1 6 使用者定義用

15 使用者定義用 D l 7 使用者定義用

罫 岩 葦 一説 宣旨■痢

襲

話
芸

家蚕灘蔓
三さ■■Ft

岩芸
汀I還
tE：乞 m巨

；；岩芯芸ttili・琵忘一ヨlヨ1禁裏
誌蓋

彗≡≡
蒜漬‡
，鯨琴＿．≡：齢
芸≡…
琵鯉
欝喜：
監慧…
嚢裏書
雛

蕎＝ 豪遊ー 掌…諾芋窪

騙1－篭は

．雑．！＿磐．
㌫監…器
i義弘茸等；托：・

■－■小■璧
ヨ…汀諾≡！”配錯諾 鮪 ；蒙

さ蒜
要望ヨ 葦琵 芸

紫
蜜諾

望芋已慧

2

23

24

25

；岩℡

犠
慧
彗
華
莞
詩宗

弓 葬袈

鮮
梁

汚難
維 …差

配穿蔓

芸≡

毒舌髭
璽損
i蒜
…裳，
慧・

宣瑳

きじ言l註；lb

室i芸‾芯
玩儀．
き摸鮮
三iナ淋
崇禦盟

詔器嗣澗＿．．．
蔓招茶器茶托崇を蔓言

舅蜘 輔

H棚蘭，．■彗！措喜；撒岩雄≡…
鞘莞重責重き勲章塵室妻

毎

舅

談義諾意藷

駄義弘蘭旗

≡慧≡…蕊慧慧夏至喜盃訂喜ヨ…

醐矧闇紺．，≡．． 象雲．＿覧

＿！三
半ほt■

定義用 D 2 3 ⊥使用者定義用

定義用 G N D 使用者定義用

定義用 D 2 4 使用者定義用

定義用 D 2 5 使用者定義用

定義用

ぎ賀荘重i；蚕…岩

D 2 6 使用者定義用

摸舅繊章
票；琵皇≡茸芸
だ≡糟≡
瓢脛
敷革
瓢藁

善導露要撃筆写
斬鞍

i
i
．華類纂

襲撃墨筆．

．緑．’摘．‘
用

使用

議
だ

鐸

E

謂繹笥諒闇監
穫法治激絹獅＿

秦難潤堀朋離
別盟慧盟
錨競義

弘拍灘棋裡

彗妻

識
蓋弱

慧

率

等

笥

＋

菅 笠等…蔓畳笠茎等藁葺喋

Ⅴ

毒

使用者定義用

撞酌
宗詣鋸室
㌍巳．＿】
l蛤律儀敦

＿三三薙妻！岩詣岩蒜
l賢は慧悉彗巴
話術亘
譲▲H等黒猫等

呈芯
毘手芸；抗喜悪

賢濫

獲
汚

紺賂

＝；：恥：；l芸；；室≒≒
卓韓捗消毒芦宣蔓豊
潤黒酢

燕謝彊儒頻
燕雛鞘塵燕．
弾賛熱傷欒朝
鮮謝弼闇澤‘

草

壊

〔轟

蕾喜…烹
儀

定義
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第9章　アナログ調整



9－1　調整方法

PV光E－303はアナログ入力について6レンジが用意されておりますが、出荷時には±10

［Ⅴ］レンジにて正確に調整されています。

したがって、他のレンジにて御使用の隙は所定のジャンパーにて希望のレンジを設定後、

再度調整が必要となります。

調整については次の手腰に従い行います。

1）ボードの各設定事項

項目 設定値 部品番号

ア ドレス　 モー ド O R （特権及び非特権） L D 7

ベース　 ア ドレス F C 4 B O O O O h L D 1 － L D 6

インターバル　 タイマ カスケ」 ド接続 J P 1 7

チャンネル ・ナンバー 有 D P 1 － 8

F I F O　 アクセス ワー ド D P 1 － 9

A ／ D　 七 一 ド モー ド1 （マスタ） D P 1 － 7

＊出荷時設定

2）入力レンジ

チャンネル0－7のユニポーラ／バイポーラ・レンジ設定はジャンパー（Jp1－16）

にて行います。

各チャンネルとジャンパーの対応及びフォーマットは次の通りです。

・チャンネル番号 ユニポ」ラ／バイポーラ レンジ

0 J P　9 J P l

1 J P l O J P　2

2 J P l l J P 3

3 J P 1 2 J P 4

4 J P 1 3 J P 5

5 J P 1 4 J P 6

6 J P 1 5 J P 7

7 J P 1 6 ．J P 8
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ユニポーラ／バイポーラ設定フォーマット

JP9－JI〉16共通

3　1

＝
3 1 ユ ニポー ラ／バ イポー ラ

● ○ ユ ニポー ラ

○ ● バ イポー ラ

レンジ設定フォーマット

7　　5　　3　1 （ユニポーラ時）

7 5 3 1 レ ンジ ［V ］

○ ○ ○ ● 0 － 1 0 ． ．0

○ ● ○ ○ 0 － 5 ． 0

● ○ ○ ○ 0 － 2 ． 5

（バイポーラ時）

7 5 3 1 レ ン ジ ［V ］

○ ○ ● ○ ± 1 0 ． 0

○ ○ ○ ● ± 5 ◆． 0

○ ● ○ ○ ± 2 ． 5

3）調整プログラム（TE S T303：C）

付随した調整プログラム（C言語記述）をシステムに入力後、コンパイルにて実行

して下さい。

又、このときベース・アドレスを変換する場合はファイル（ADRS303：H）

のベース・アドレス部を希望の値に変更願います。
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4）調整プログラム実行

調整プログラム実行後、モニタ上にチャンネル・ナンバ／変換データが次の横に表

示されます。

各チャンネルの調整はこのモニタに表示されたデータを確認しながら所定のトリマ

を調整することで行います。

注）モニタはVT52モードに設定とします。

モニタ表示例

5）調整電圧

調整電圧はアナログ入力コネクタ（CNl）の各チャンネルに対応したビンに接続

して下さい。

PVME－303．

接続図
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6）調整

（ヨオフセット調整

各レンジごとに対応した1／2LSB電圧を調整するチャンネルに入力後、モニタ上に

表示されるA／D変換値が000～001にて半々に表示するようにチャンネル

に対応したトリマを調整します。

レ ン ジ 1／2L SB電 圧 ［皿Ⅴ］

トリマ （部 品 番 号 ）

CbO Ch l Ch 2 Ch 3 C h 4 C b 5 Ch 6 C b 7

0－2 ．5 ［Ⅴ］ 0 ．3051 7

V R 17 V R 18 VR 1 9 VR 2 0 V R 2 1 VR 22 V R 2 3 V R 2 40－5 ．0 ［Ⅴ］ 0 ．6103 5

0－10 ．0 ［Ⅴ】 1．2207 0

± 2 ．5 【Ⅴ】 0 ．6103 5

V R 9 V R lO VR l l VR 12 V R 1 3 V R 14 V R 15 Ⅴ且16± 5 ．0 ［Ⅴ］ 1．2207 0

± 10 ．0 ［Ⅴ］ 2 ．4414 0

②ゲイン調整

各レンジごとに対応するF S R（フルスケール）　－1．5LSB電圧を調整するチャン

ネルに入力後、モニタ上に表示されるA／D変換値がF F E～FF Fにて半々に

表示するようにチャンネルに対応したトリマを調整します。

レンジ

FSR－1．5Ⅰ一SB　電圧［mV】 トリマ （部品番号）

chO C．hl Ch 2 Ch3 Ch4 Cb5 Ch6 Ch7

0－2 ．5［Ⅴ］ 2．49908 VR2 5 VR26 VR 27 VR28 VR29 VR 30 VR3 1 VR32

0－5．0［Ⅴ］ 4．99816 VR 33 VR34 VR 35 VR 36 VR37 VR38 VR39 VR40

0－10．0［Ⅴ］ 9．99633 VR4 1 VR42 VR 43 VR44 VR45 VR46 VR47 VR48

±2．5【Ⅴ〕 2．49816 VR3 3 VR34 VR 35 VR36 VR37 VR38 VR39 VR40

±5．0【Ⅴ】 4．99633 VR4 11 VR42 VR 43 VR44 VR45 VR46 VR47 VR48

±10．0［Ⅴ］ 9．99267 VR4 9 叩50 VR 51 VE52 VR53 VR54 VR 55 VR56
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9－2　部品位置

JP17

回［
VR25VR33VR49JPI VR17

□［詳出口烏
VR26VR34VR50

□［謬
VR27VR35VR51

□［忘P

VRヱ8VR36VR5エ

ロ唱］
VR29VR37VR53

□唱］
VR30VR38VR54

口、・銅5

VR31VR39VR55

□vR47

VR32VR40VR56

JPヱ　　VR18

m0口説

JP3　　VIH9

出l□且
JP4　　VRヱ0

出エロ昆

JP5　　VR21

出3ロ息
JI〉6　　VRZ呈

出4□見
JP7　　VRヱ3

出5□昆
JP8　　VR24

ロ［詳出6□昆
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8－3　調整プログラム（TEST303：C／ADRS303：E）

／書………＊＝＝＊＊＊…日日■＊…＊日日……＝＊＊……＊……書目り

宴董　　…諾芸諾3N慧芸S誓≡…至≡……；…U；；Ⅰ：：t：：：芸n。重要
／＊…………………書目＊…＊＊日日書目書目日か＝川欄わい＝叫■わい日ソ
′■一一一一一一一一一一一一一一－一書′

／＊　エNCLUDE　　　　　り
／■一一一一一一一一一一一一一一一一り

＃inelude　　　　　　くhAST303：E＞

＃inelude　　　　　　く8tdio．b＞

／●一一一一一一一一一一一一一一一一り

／■　main　　　　　　　り
／■一一一一一二一一一一一一一一一一り

main（）

‡

init（）；
ertelr（）；

txO（）；
txl（）；

Wblle（1）
t

adjust（）；

／■　base fe4bOOOO　り

／＊■ma層terinltiallz　り
／■　CRT elearり

／●’ofSet／galn adju層t，り
／書，a／d data，り

／暮　offSet／galn atUuBt　り
1

1

／♯一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

／●1nltlaliE maSter　　　り
／■一一一一一一一一一一一一…一一一一一一一一り

init（）
t

unsigned ebar書trO，■trl．■cnr，●er4，■cr5，■er6；

trO＝（unSigned ehar＊）（TRO）；

trl　＝（unさまgned eb且r　＊）

Cnr　＝（un81gned ebar

er4　三（un8igned ebar

er5　王（unslgned ebar

●
■
　
●
■
　
●

er8　＝（unSigned ebar　■

■er4　＝　0Ⅹ34；

＊er4　＝　0Ⅹ74；

＊er4　＝　0Ⅹba；

■trO　＝　0Ⅹ08；

■trO　＝　0Ⅹ00；

●trl　＝　0ⅩOa；

＊trl　＝　0Ⅹ00；

■enr　＝　0Ⅹ01；

■cnr　三　0Ⅹ00；

■er5　＝　0Ⅹ02；

●er8　＝　0Ⅹ07；

1

ヽ
ノュRT（

ヽ

■

′

）

ヽ

ノ

R
4
5

N
 
R
R

C
 
C
 
C

（

（

（

（CR6）；

／■intervaltlmerl　■／

／■intervaltimer2　り
／●100peDunterり
／■interYaltlner：l u与　り

／■intervalt山mer：10　uB　り

／■100p（30Ⅷnter：1り

／＊　yuug〇m　り
／■　ebannel：8　り

／●一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

／●　8eanning start　　　　り
／●－…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

getad（）

t

unsigned Chr●er7，＊er8；

er7　＝（un8igned cbar■）（CRT）；

er8≡（unBlgned ebar＊）（CR8）；

ffr8（）；

■er7　三　〇Ⅹ01；

■er8　＝　0Ⅹff；

／■　flfD re8et　り
／●　triger enable　り
／●　triger Dnり

1

／■一一一一一一一－一一一一一一一…一一一一一り

／■　flfo reS・et　　　　　　　り
／ト一一一一一丁一一｛一一一一一一一…一一り

ffr8（）
I

un層lgned ebaI一　書Cr9；

CrO＝（unBignedぬar■）（CRp）；
■erp　＝　OXff；　　　　　　／■　flfo re8etり
1

／●一一一一一一一一…一一一一一…一一一一一一り

／●　DffBet／galn adJuBt　　り
／●一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

adjuβt（）

t

getad（）；

done（）；
addt（）；

／■

／●

／●

1

／■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

／■　8Can done ebeck　　　　　＊／

βeann ng Start　＊／

さean done　7　■′

80an data dlBplay　り
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／●一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

done（）

I

unSigned ehar　●erlO；

unSigned ebar S；
unBlgned Cbar emdO，Cmdl，emd2．cmd3；

erlO　＝（unSignod cbar　■）（CRlO）；

emdO

emdl

emd2

emd3

）

　

●

1

0

ヽ

l

′

2
0
Ⅹ
2
0
　
Ⅹ〇

・
I
・
－
＋

b

二

9

　

　

＋

l

　

■

b

▼

　

亡

p

X
 
X
ュ
ュ

0

0

（

（

／
／
I
 
t
T

／
　
n
e
Ⅷ

■
　
　
・
l
 
l

／
l
 
a

C

■

　

　

C

S
　
　
－
D

E
二
Y
 
l
ュ

義
■
　
▲
T
－
I
　
▲
事

／

／

／

／

fDr（8　＝　0Ⅹ08；B　＝＝　0Ⅹ08；）

t

S　三（＊crlO　＆0Ⅹ08）；

prlntf（’1％e％C％cXe●’，emdO，Cmdl，emd2，cmd3）；

printf（’－＼n＊now CH0－7ANALOG ADJUSTエNG■’リ；

1

1

ルー一一一一一一一一…一一一一一一一一一一一一一り

／書　きean data c血／data　　　り
／＊一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

addt（）

（

unSigned■Bbort　＊drO；

unBlgned Cbarl；

unSlgned ehar emdO，emdl．emd2，cmd3，eTnd4；

un81gned亡血Ort data，eb，邑；

CmdO　＝　0Ⅹ1b；

emdl　三　〇Ⅹ59；

Cmd2　…（7　＋　0Ⅹ20）；

emd3　こ　く4　十　〇Ⅹ20）；

emd4　亡　く15　＋　0Ⅹ20）；

／
e
Ⅷ
ュ
u

●
′
土
n
al
ea

C
●
ュ
e

S
■
D

E
Y
ニ
7
4
⊥

▲
▼
●
●
●
▲
▼

／
／
／
／
′

り
●
Ⅷ ／

／
●

drO　こ　くun81gned Bbort　■）（pRO）；

fDr（i‾‡0；i　く　　8；1＋＋）

t

data　＝　●drO；

eh＝　くくdata＆　0ⅩfOOO）＞＞12）；

dat8L E（data＆　〇五Offf）；

prlntf（”％cX蛸C％e”，em鱒，emdl，Cmd2，cmd3）；

prlntf（●一％dM，Cb）；

prlntf（一一％e％e％〇％eM．．emdO，emdl．eⅡ血2，emd4）；

prlntf（”％3Ⅹ”，d息ta）；

emd2＋＋；

1

1

／ト一一一一一一一一一一一一一一一一一ー…一一一一一り

／●　crt　¢1ear　　　　　　　　　　　り

／ト一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

Crtelr（）

t

unBlgned Cbar emd0，cmdl，Ond2，cmdさ；

emdO E　0Xlb；　　　　　　／■　ESC　●／

emdl　＝　0Ⅹ68；　　　　　　／■Y■／

emd2　＝（〇十〇Ⅹ20）；　　／＊　011neり

Omd3≡（0＋0Ⅹ20）；　ハO cal甲り

prlntf（●1％e如％e触●－，emdO，Cmdl，emd2cmd3）；／＊111ne／l ealamり

emdO　三　〇Xlb；　　　　　　／●　ESC●／

Cmdl　三　〇Ⅹ48；　　　　　　／＊J　り

prlntf（－’Xe如’－，elndO，emdl）； ／■　CRT erear　り

1

／■一一一一一一一一一一一一一一一り

／●　me88ege O，1　書／

／●一一一一一一一一一一一一一一一書／

txO（）
t

prlntf（●●＼n……………………M）；
prlntf（¶＼n■OF万雷即＆QAェN ADJUSで●M）；

printf（M＼n………＊…＊………●●り；
I

txl（）

（

prlntf（一一＼n－り； －　61－



printf（－●＼n（CEANNEL）（A′D DATA）一一）；

prlbtf

printf
prまntf

printf
printf

printf

printf
printf

printf

（－●＼n一一）；

（’’＼neb：

（●－＼neb；

（一一＼neb：

（一一＼neb：

（”＼neb；

（M＼neb；
（●■＼neb：

（－●＼neb：

1

／書目日暮＝＝＊／
／●　EOF　　　り
／………＝／

data

data

data

data

data

data

data

data

ヽ

／

）

）

ヽ

■

′

）

）

）

）
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／糾…………………………■＊……＊＊……＝…靡…′
／■

／＊　　　　　　　　　　PVME－303　ADDRESS工NG

／＊　　　　　　　　　　PROOM NAKE：ADRS303：H

／●　　　　　　　　　　　　　　Vritten ByInternix．ine

／……………日日■＝■…書目＝日日…＝＊……日暮
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♯define

♯define

＃define

＃define

♯define

♯dofine

♯deflne

♯define

＃define

＃define

♯define

＃define

＃define

♯define

♯define

＃define

＃deflne

♯deflne

＃deflne

＃deflne

／日手書韓日／

／●　eof　り

／＝＝書目′

BASE Oxf04bOOOO

CRO BASE＋0Ⅹ01

CRI BASE＋0Ⅹ03

CR2　　　　BASE＋0Ⅹ05

CR3　　　　BASE十〇Ⅹ07

VRO BASE＋0Ⅹ09

VRI BASE＋0ⅩOb

VR2　　　　BASE＋0ⅩOd

VR3　　　　BASE＋0ⅩOf

TRO BASE＋0Ⅹ11

でRI BASE＋0Ⅹ13

CNR BASE＋0Ⅹ15

CR4　　　　BASE＋0Ⅹ17

CR5　　　　BASE＋0Ⅹ21

CR8　　　　BASE＋0Ⅹ23

CR7　　　　BASE＋0Ⅹ25

CR8　　　　BASE＋0Ⅹ27

CR9　　　　BASE十〇Ⅹ28

CRlO BASE＋0Ⅹ2b

DRO BAS・E＋OX30

■′

′
′
／
′

●
　
▲
「
　
▲
■
　
▲
I

＊■

■
　
義
・
●
■
　
●
■
　
★
　
■
　
●
　
■
　
■
　
＊
　
■
　
■
　
■
　
■
　
●
ユ
▼
　
▲
T
　
●
　
▲
I
　
▲

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
′

S

／

／

／

　

　

／

／

／

r
■
　
＊
　
■
　
e
 
l
 
t
　
■

d

 

n

a
一
▲
■
T
一
▲
　
〇
一
▲
一
▲
一
▲

e
 
b
 
f
 
d
 
e
．
n
f

eB
 
q
二
q
－
d
l
 
q
■
t
 
t
 
t

a

 

r

 

r

 

r

 

r

 

e

 

e

二

C

b
i
i
i
i
 
Y
 
Y
 
Y

り

Vet dDne　り
intervall　り
interva12　り
eonvert number　り
tiner／eounter Betり
eonvert number　り
eb mmberり
trlger e／d＆a／d stopり
internal trlgerり
flfo reSet　り
pollng Btatu8　り
flfD data　り



第10章　サンプル・ソフト



10－1　ソフト概要

設定状態の条件にてチャンネル0～7を10／上S間隔で同時測定を行い各チャンネルの

チークをチャンネル番号とA／D変換借に分けてCRT上に表示。

10－2　設定状態

1）ハード設定

項　　 目 初　　 期　　 値 部 品 番 号

ア ドレス　 モー ド OR （特権及び非特権 ）／標 準 （A 24） LD7

ベー ス　 ア ドレス F C 4 B O O　O O h LD 1－LD6

インターハサル　タイマ ノーカスト ド接続 （インターがルタイマ1のみ使 用） JP 17

チャンネル・ナン八〇一 有 DP 1－8

F IF Oアクセ ス ワー ド DP 1－9

A ／ D　 モー ド モー ド1 （ア スク） DP 1－7

チ ャンネル■　0 が イホ〇一ラ　± 10．0【Ⅴ］レンシ●／ 電圧 入力 Jp 1，JP 9 ／SC7

チ ャ ンネル　 1 が イホ〇一ラ　± 10．0 【Ⅴ］レンシ○／ 電圧入力 JP2，JP lO／SC8

チ ャ ンネル　 2 八〇イホ〇一ラ　± 10．0【Ⅴ］レンシ●／ 電圧入 力 JP 3，Jp ll／SC9

チ ャ ンネル　 3 がイホ〇一ラ± 10．0【Ⅴ】レン戸／電圧入 力 JP4 ，JP 12／SC lO

チ ャ ンネル　 4 八〇イホ〇一ラ　± 10．0【Ⅴ］レンシや／電圧入 力 Jp5，JP 13／SC ll

チ ャ ンネル　 5 八〇イホ〇一ラ　± 10 ．0［Ⅴ】レンシ●／電圧 入力 JP6，Jp 14／SC12

チ ャ ンネル　 6 八〇イホ〇一ラ　± 10 ．0【Ⅴ］レンシ○／電圧 入力 Jp7，JP 15／SC13

チャ ンネル　 7 Jドイホ〇一ラ　± 10 ．0【Ⅴ］レンシさ／ 電圧 入力 J？8，JP 16／SC 14

SCX 】Ⅷ　 夕べネイト SC l ：220 Q　　　 SC2 ：330 Q ・ SC l，SC2

SCX　OWT　夕べネイト SC3 ：220 Q　 ・SC4 ：＿330 8 SC3，SC4 ・

TR G IⅣ　 夕べネイト SC 5 ：220 Q　　　 SC 6 ：330 Q SC 5，SC 6

2）ソフト設定

測定チャンネル数　　チャンネル0～7（8チャンネル）

インターバル時間　　10〟S

測定回数　　　　　　　2回（16データ）
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注）以下に表記するサンプルプログラムは各モード共通に動作することのできるもので

す。

※印の関数の取扱いを各モードに対応するように実行して下さい。

10－3　プログラム構成

1）関数

①mal n（）

注）※：マスタ／スレーブ構成時のみ実行
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②i ni t m（）

tineOm（）

インタ一灯ルタイマ＆ルー7●カウンタ初期設定

ti鳳eln（X，y）

インターがルタイマlのカウント債設定

Ⅹ＝下位バイト，y＝上位バイト

time2鳳（X，y）

インターがルタイマlのカウント値設定

Ⅹ＝下位バイト，．y＝上位バイト

time3m（X，y）

ルづ’カウンタのカウント債設定

Ⅹ＝下位バイト，y＝上位バイト

time血（X，y）

ルづ’カウンタの条件値設定

（ルーアカウント値）

1一一65535：Ⅹ＝2

65536　　：Ⅹ＝3

無限　　：Ⅹ＝0

usechm（Ⅹ）

使用チャンネル数設定

Ⅹ＝0一一7　（8チャン紬（maX′））

ffrstn（〉

FIFOメモリ初期化

return
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※モード1及び3実行時のみ実行



③i ni t s（）　　※マスタ／スレーブ構成時のみ実行

※モード1及び2設定時のみ　実

行

④g e t a d（）

注）モード1設定時

内部トリガ発生後、インターバルタイマに同期したサンプリングとなる。

モード2設定時

内部トリガ発生後、外部クロック信号に同期したサンプリングとなる。

モード3設定時

外部トリガ入力後、インターバルタイマに同期したサンプリ．ングとなる。

モード4設定時

外部トリガ入力後、外部クロック信号に同期したサンプリングとなる。
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⑤d o ne（）

⑥d a t am（）
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⑦d a t a．S（）※マスタ／スレーブ

構成時のみ実行



／■■l‖l…………■＊……………………川嶋●●●′
／■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■′

／■　　PVME－303　SAHPLE PROGRAH　　　　　　　　　　　　　　り

／■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■／

／■　　　　　　　　meaBur ebannel：eb0－7　　　　　　　　　●／

／暮　　　　　　　　intervaltlme　：10　u層　　　　　　　　　＊／

／■　　　　　　　　100p　　　　　　：2（16　8′d data）　＊′

／■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■／

／■　　　　　　　　Vritten ByInternix．ine’93／5／11　＊／

／……＊＊■＊●暮………書目＊♯暮書目■■＊●＊＊……曽書目■り

／■一一一一一一一一一一一一一り

／■　工nelude　　　り

／ト一一一一一一一一一一一一■／

♯inelude　　　　　　　くKASで303：E＞

♯inelude　　　　　　　くSLAV303：Ⅹ＞

＃inClude　　　　　　くStdio．b＞

／ト一一一一一一一…一一一＊′

／■　Main　　　　　＊′

／■一一一一一一一一一一一一一書／

main（）

t

inltm（）；

／■initS（）；

getad（）；
done（）；
datam（）；

／＊　dataB（）；

exlt（0）；

1

／■一一一一一一一一一t一一一一一一一一事′

／＊　工nitial12；maSter　■′

／＊一一一一…一一一一一一一一一一一一り

initn（）

I

un層1gned cbar x，y；

tlmeOm（）；

Ⅹ　＝　0Ⅹ50；

y　＝　0Ⅹ00；

timelm（Ⅹ，y）；

Ⅹ　＝　0Ⅹ00；

y　＝　0Ⅹ00；

time2m（Ⅹ，y）；

Ⅹ　＝　0Ⅹ02；

y＝　0Ⅹ00；

tlme3m（Ⅹ，y）；

Ⅹ　＝　0Ⅹ02；

time4m（Ⅹ）；

Ⅹ　＝　0Ⅹ07；

uBeebm（Ⅹ）；

ffrStm（）；

1

／■　PVME－303　ma層tre addresB　り
／◆（ma層ter／81ave）pVHE－303　8laYe addreSS　り
／■　Btanderdl／O beadder file　り

／■　ma層terlnitlaliz　■／

／書　くma層ter′81ave）Elavelnltlallz　り
′■　mea層u虐r Start　●／

／■　me88uer end cheek　■／

／■　maBter meaBuer data　り
／●（master′Slave）81且▼e mea層uer data　■／

′事　return to monitor　■′

／■interv＆ltiTElerl，2　＆100pCDtnterizllti＆1iZ：＋／

／■（model．3）1mtervaltimerl：10帆＿byte／WOrdり

／■（model，3）1ntervaltimerl；bl＿byte／WOrd　暮ノ’

／■（model．3）1ntervaltlmer18etり
／■（model，3）intervaltimer2：10W＿byte／WOrdり
／暮（model，3）intervaltiner2：bl」）yte／WOrdり
／■（model，3）intervaltlmer2　set＋／

／■100peOunter；10W byte／WOrdり
／暮loopeounter：bl＿byte′Word　り
／暮lDDpeOunter　8et　り
／■100pCOunt：1＿85535＝2′65536＝3／mugen＝0　り

／＊100peOunt Bet　り
／●　use ebannel number　■／

／●　use ebanne18et　り
／■　fifo re8et　り

／ト一一一一一一一…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

／●（master／81ave）Inltlallヱ　81ave　　　　り
／ト一一一一一一一一一一一…一一一一一一一一一一一…一一一一一一一一一…り

inltB（）

t

un層1gned ehar x，y；

tlm008（）；

Ⅹ　＝　0Ⅹ07；

u烏eebS（Ⅹ）；

ffrBtS（）；

I

／トー……一一一一一一一一一り

／■Mea層uer Start　り
／ト一一一一一一一一一一一一一一り

getad（）
t

enable（）；

trlger（）；
I

／■1mterYaltlmerl，2＆100peOunterlnltlal山こ　■ノ
／■　uBe ebannel number　り
／■　u8e ebanne18et　り
／■　fifo reBet　り

／■　trlger enable　り
／■（model，2）triger on　り
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′事一一一一一一一一一一一一一一一■′

／●：Measuer end　　■／

／●一一一一一一一一一一一一一一一■′

done（）
t

unsigned cbar x；

for（Ⅹ　＝　0Ⅹ08；Ⅹ＝こ　0Ⅹ08；）

｛

Ⅹ

l

＝（Statu層（）＆　0Ⅹ08）；

／■　measuer end　り

／■　read done StatuS　り

I

／ト一一一一一一一一一一一一一一一り

／＊　Ma8ter data　　＊′

／ト一一一一一一…一一一一一一一り

datam（）

t

unSlgned Bbort x，y．1；
unslgned Sbort　＊drO；

drO　＝（unSigned sbort　り（DRO）；
printf（’l￥n暮比ASTER XEASUER DATA t一’）；

fDr（i　＝　0；i　く16；i＋＋）

（

Ⅹ＝　■drO；　　　　　　　　　　　　／■　read a／d dataり

yこ　くⅩ＆0XfOOO）＞＞12；　　　　　ハ　Cbamel numberり
Ⅹ．＝（Ⅹ＆0ⅩOfff）；　　　　　　　／■　a／d COde　＊ノ’

prlntf（－’￥がCX＝％2d：pATA＝％3Ⅹ●●，y，Ⅹ）；

1

1

／■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

／■（mstaer′818▼e）Slave data　　　　■ノ’

／＊一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

data点く）

（

皿81gned Sbort x，y，1；
unBigned Sbort　＊drO8；

drO8　＝（unsigned sbort　■）（DROS）；

Printf（t一￥n■SLAVE HEASUER DATA■’l）；

for（i　＝　0；1く16；i＋＋）

（

＊
　
（
′
－
ヽ

〓

　

〓

　

〓

Ⅹ
　
y
 
X

drOB；

Ⅹ　＆　0ⅩfOOO）＞＞12；

Ⅹ ＆　0ⅩOfff）；

printf（一一￥n＊CII＝　％2d：DATA

l

／＊　read a／d dataり
／＊　ehannel number　＊／

／■　a／d code　■′

％3Ⅹ一㌧y，Ⅹ）；

1

／●＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝り

／＊　Call bylnltm（）り
／■＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝＝＝＝三三三＝＝り

tlmeOm（）

t

un81gned（：bar　■cr4；

er4　＝（unslgned ehar　り（CR4）；

＊cr4　＝　0Ⅹ34；

■cr4　＝　0Ⅹ74；

■cr4　＝　0Xba；

I

timelm（Ⅹ，y）

un層igned ehar x，y；

t

unslgned char　■trO；

trO　＝（unslgned ebar　■）（TRO）；

■trO　＝　Ⅹ；

■trO　≡　y；

I

tlme2m（X．y）

unsigned cbar x，y；

t

unBigned ebar　暮trl；

trl　三（un81gnedくさbar　り（TRl）；

■trl　＝　Ⅹ；

暮trl　三　y；

I

tlme3m（X，y）

un層igned Obar x，y；

／＊intervaltlmer18et　り
／■intervaltlmer2　set　■ノ′

／＊100peOunter Set　り

／■intervaltimerllow byte／Wordり
／■intervaltlmerl hl byte′word　り

／■interv＆1timer210W byte／WOrd＋／

／■interv＆1timer2hi byte／WOrd＋／
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f

un81gned ebar　■enr；

enr＝（un81gned ebar■）・（CNR）；

暮enr　＝　Ⅹ；

■enr　＝　y；

I

time4m（Ⅹ）

un81gned cbar x；

t

unslgned－ehar　■er5；

er5　＝（ungigned ebar■）（CR5）；

●cr5　＝　Ⅹ；

I

uSeく：bn（Ⅹ）

unSigned ehar x；
t

un61gned ehar　書Cr6；

er8　＝（unEigned ebarり（CR6）；
■er6　＝　Ⅹ；

I

ffrStm（）

I

unSigned ebar　＊er9；

erO　＝（un81gned cbar●）（CR9）；

■erO　＝　0Ⅹ00；

1

／■loopeounterlov byte／Wordり
／＊100pCOunter bl byte／Word　り

／暮loopeount　●′

／■　uBe ebannel　り

／■　flfo reSet　り

／●＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝三三＝＝＝＝ここ＝＝＝＝＝＝り

／●（mSater′Blave）Call byinlt8（）り
／●＝＝三三三三＝ニ＝＝ここ＝＝＝ニ＝＝＝＝ニ＝ここ＝＝＝＝＝三三二り

tlmeOB（）

（

ungigned Obar　■er48；

er48　＝（unSigned ebar　■）（CR4S）；

■cr48　三　〇Ⅹ34；

■cr48　＝　0Ⅹ74；

●er4B　＝　0Ⅹba；

I

u8eeb虐（Ⅹ）

unSlgned ehar x；

t

un8igned ebar　暮er68；

er88　こ　くunSignod ebar■）（CR6）；

■er68　＝　Ⅹ；

I

ffr8tS（）

t

un8igned ebar　■erOS；

er08　＝（un層igned cbar　●）（CR9S）；

■Cr98　＝　0Ⅹ00；

I

／書芸ここ＝ここ＝＝三三＝＝ここ＝＝＝り

／●　Call by getad（）り
／暮＝＝＝＝＝ここ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝り

enable（）

（

unSigned ehar　●er7；

er7　＝（unslgned ebar　り（CR7）；
■er7　＝　0Ⅹ01；

I

trlger（）
t

unslgned ebar　■cre；

er8　＝（un81gned Obar　■）（CR8）；

●er8　＝　0Ⅹff；

1

／■三三＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝■／

／●　Call by done（）り
／●＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝暮／

Statu層（）

（

unBigned Cbar■erlo；

un81gned ebar x；

CrlO　＝（unSlgned cbar　■）（CRlO）；

Ⅹ　こ　く■erlO　＆　0ⅩOf）；

return（Ⅹ）；

1

／■暮●■●■●＊■／

／●　e．0．f　●／

／●■●暮…＝／

／■1ntervaltimerl set　り
／■lnter▼81tlmer2　set　り
／■lDQpCOunter Set　●／

／●　uほe ebannel number　り

／＊　flfo re占et　■′

／■　triger enable　り

／書　くnDdel，2）trlger Dnり
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／…＊………＊＊＝書……＊＊……＊……＊■＊＊＊＊♯■＊＊…＊＊日日＝…＊＝＝＊…■＊…書目／

Z…　　　pⅧE－303S肌EPROGRAM（HASTER瓜DRESS）　…；
／＊……＝…………♯＊＊＊＊■＊■＊……………………＝……HH＊■＊……………●／

♯define

＃deflne

♯define

♯define

＃define

＃deflne

＃define

＃define

♯define

♯define

♯deflne

＃define

＃define

＃define

♯define

＃define

♯define

＃define

♯define

＃define

／日暮＝＊り
／＊　eof　＊／

／書目■＊＊り

蝕
m
C
R
C
R
C
R
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
T
R
T
R
C
N
C
R
C
R
C

R
C
R
C
R
C
R
C
R
D
R

SE Oxfc4bOOOO

BASE＋0Ⅹ01

BASE十0Ⅹ03

BASE＋0Ⅹ05

BASE＋0Ⅹ07

BASE＋0Ⅹ09

BASE＋0ⅩOb

BASE＋0ⅩOd

BASE＋0ⅩOf

BASE＋0Ⅹ11

BASE＋0Ⅹ13

0

⊥

2

－

3

0

ュ

2

3

0

工

R BASE＋0Ⅹ15

4
5
　
6
　
7
　
8
〓
9

BASE＋0Ⅹ17

BASE＋0Ⅹ21

BASE＋0Ⅹ23

BASE十0Ⅹ25

BASE＋0Ⅹ27

BASE＋0Ⅹ29

10　　　BASE＋0Ⅹ2b

0 BASE＋0Ⅹ30

e
 
b
 
f
 
d
 
e

eS
 
q
 
q
■
q
二
q
t

a
 
r
 
r
 
r
 
r
 
e

b
i
 
i
 
i
i
 
V

＊
　
■
　
＊
　
■
　
＊
■
　
■

adrS　＊／

n

f
 
f
－
f
．
〇
一
▲

e

■／

＊／

■　vet bf　り
＊　vet ff　り
■　vet done　＊／

■interva11■／

事interva12　■／

＊　convert nu皿ber　り
＊　tiIner／eounter set　り
＊　eonvert number　り
＊　eh number　り
＊triger e／d＆a／d占topり
■internal triger　＊／

＊　fifo reSet　＊′

■poling StatⅧ巨　■ノ

＊　fifo data　＊／

ハ■＊＊♯■＊■■＊＊■■■■■…♯■■■＊■＊■■＊……＊…………＊■＊＊………＊……嶋‖l＊■“／

～：　　　　　PⅦE‾303SAHPLEPROGRAH（SLAVE瓜DRESS）　　：～
／日日＊＊書目＊書目日＊日守■＝日韓l＊＊＊■蠣■日傘日暮■＊■■■●■■＊■＊＊■■■■♯＊■■■＊＊■■■日日l…■り

＃define

＃define

＃define

♯define

＃deflne

♯define

♯define

＃define

＃define

＃deflne

＃deflne

＃define

＃define

＃define

＃defino

♯define

＃define

＃define

♯define

＃define

／……り
／＊　eof　り
／日日筆書＊ノr

BASES Oxfc4bOOOO

CROS BASES＋0Ⅹ10001

CRIS BASES＋0Ⅹ10003

CR2S BASES＋0Ⅹ10005

CR3S BASES＋0Ⅹ10007

VROS BAS玉：S十〇Ⅹ10009

VRIS BASES＋0Ⅹ1000b

VR2SJ BASES＋0Ⅹ1000d

VR3S BASES＋0Ⅹ1000f

TROS BASES＋0Ⅹ10011

TRIS BASES＋0Ⅹ10013

CNRS BASES十〇Ⅹ10015

CR4S BASES＋0Ⅹ10017

CR5S BASES＋0Ⅹ10021

CR6S BASES＋0Ⅹ10023

CR7S　　　ちASES＋0Ⅹ10025

CR8S BASES十0Ⅹ10027

CR9S BASES＋0Ⅹ10029

CRlOS BASES＋0Ⅹ1002b

DROS BASES＋0Ⅹ10030
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r
 
e
 
C
 
C

b
 
i
 
i
 
i
i
 
V
 
V
 
Y

adrB　■′

n

一
▲
一
▲
一
▲
　
〇
一
▲
一
▲
一
▲

／

／

／

e
■
　
■
　
■

■′

VCt done　■／

intervall　■／

interva12　■′

COnVert number　■／

timer／eounter set　り
OOnVert number　■／

eb number　■′

triger e／d＆a／d stop　■ノ’

1mternal trlger　●／

flfo reSet　＊／

poling statmBlノ
fifo data　■／



第11章 そ の 他



10－1　保証について

添付の保証返信カードに御記入の上、御返送下さい。

本ボードの無償保証期間は、お買い求めの日から1年です。ただし、環境条件、操

作方法、その他正常な使用方法で使用されるものに限ります。

下記に該当するものについては、無償保証期間であっても無償修理対象とはなりま

せん。

a．お客様の誤った使用方法、あるいは不注意によって生じた故障、損傷。

b．不当な改造、修理に帰すと認められる故障、損傷。

C．自然災害によって生じた故障、損傷。

d．保証書の御提示がない場合。

10－2　オーダーリング・インフォメーション

P VME－3　0　3

－　73　－



1993年　6月　M303－01（第一版）

・本マニュアルの内容については、予告なく変更修正する場合があります。

・本マニュアルに記載されている以外のご使用によって損害が発生した場合、

当社では責任を負いかねますのでお取扱いには十分ご注意下さい。

インターニックス株式会社

八王子開発センター

〒192　東京都八王子市片倉町59－10

TEL．0426（48）5200

FA‡．0426（48）5201




